
ＩＣＴ教材「山口県の市町クイズを作ろう」について 
１ 校種・学年・教科 

小学校 第４学年 社会科 
 
２ 単元名 
  「山口県の特色を知ろう！」 
 
３ 本教材作成の意図について 
  「小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 社会編の第４学年の学習内容には、

以下のような記述がある。 
(1)  都道府県（以下第２章第２節において「県」という。）の様子について、学習 

の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう 
指導する。 

   ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
    ア  自分たちの県の地理的環境の概要を理解すること。また、47 都道府県の 

名称と位置を理解すること。 
    イ 地図帳や各種の資料で調べ、白地図などにまとめること。 
   イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
    ア  我が国における自分たちの県の位置、県全体の地形や主な産業の分布、交 

通網や主な都市の位置などに着目して、県の様子を捉え、地理的環境の特色 
を考え、表現すること。 

第３学年での市町村についての学習をもとに、第４学年では都道府県に学びを広げ
ていく。この学習は第５学年の国の産業等について、第６学年の歴史や国際社会につ
いての学習に繋がっていく。 
 児童は、自分たちが住んでいる市については生活の中で情報を得ているものの、隣 
接していない離れた市町村については、その地に行った経験やその市町村の情報を仕 
入れる機会もあまり多くないものと考える。そこで、「山口県の市町クイズを作ろう」
という学習活動を設定する。そうすることにより、児童は県内の他の市町についても 
興味をもって調べてみたいという意欲をもつことができるとともに、ほかの人と進ん 
でクイズを出し合いたいという思いをもつことができるであろう。 
 また、クイズ作りをするためには、正しい情報を仕入れ、加工して、表現する必要 
がある。児童の「情報活用能力」の育成に繋がるものと考える。 
 本教材は、「山口県の市町クイズを作ろう」の学習活動を円滑に進めるための教員 
用説明資料である。この教材を用いて教員が児童に説明することで、児童は山口県の 
市町について調べ、３ヒントクイズを作り、出し合うという活動の見通しをもつこと 
ができ、意欲的に学習に取り組むことができると考える。 
 なお、山口県は市町村合併により村が無くなったため、「市町クイズ」という名称 
にしている。 
 
 



４ 本教材の活用の仕方について 
  本教材は、単元「山口県の特色を知ろう！」の導入場面として活用することを想定し 
ている。「山口県の市町クイズを作ろう」の学習活動を単元の導入で行うことにより、 
児童は山口県の様々な特色に興味・関心を示すであろう。このことは、その後の自分た 
ちの県を知っていく学習に生かされるものであると考える。 
また、実態に応じて単元の終末の活用場面として使用してもよい。 

 
５ 本教材を活用した学習指導の流れ（２時間扱い） 
（１）ねらい 
   「山口県の市町クイズ」を作り、出し合う活動を通して、山口県の各市町の特色や 

魅力に気付き、山口県の様々な特色に関心をもつことができる。 
（２）学習の展開 
時 学習活動・内容 指導上の留意点 
一
時 

１ 自分が住んでいる市町の特色を出 
し合う。（10 分） 

・自分が住む市町の特色 
２ 「山口県の市町クイズを作ろう」
プレゼンの資料を見て、クイズの作
り方を捉える。（10 分） 

・クイズの例 
・クイズの作り方 
３ 調べる市町を決め、インターネッ 
ト等で調べる。（35 分） 

・自分が決めた市町の特色に関する情  
 報 
４ ３ヒントクイズを作り、出し合 
う。（25 分） 

・提示するヒントの出し方の工夫 
 
 
５ 学習を振り返る。（10 分） 
・各市町の特色 

・幅広く特色を考えられるように、教師か
ら観点を示してもよい。 
（プレゼン資料 P3 を参考） 
・プレゼン資料を見せたり、補足説明を行
ったりすることで、児童が学習の見通しを
もつことができるようにする。 
・児童の実態に応じて、クイズの例として
出す市町は変更してもよい。 
・地図帳や各市町のウェブページ、観光パ
ンフレットなどを参考にするよう助言する
ことで、それぞれの市町の情報を得ること
ができるようにする。 
・プレゼン資料の P22 を再度提示すること
で、出された相手が楽しく答えることがで
きるクイズにするために、情報の選び方や
ヒントを出す順序等を工夫することができ
るようにする。 
・友達のクイズのよさに着目して振り返る
ように声掛けすることで、クイズに出てき
た市町の魅力に気付き、その後の学習に期
待をもつことができるようにする。 

二
時 

（３）評価 
   ・「山口県の市町クイズ」を作るために、様々な情報を活用して調べ、クイズに表 

現することができたか、作成したクイズの中身からみとる。 
   ・友達と「山口県の市町クイズ」を出し合う中で、山口県の様々な市町の特色や魅 

力に気付くことができたか、振り返りの記述や発言からみとる。 


